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論文内容の要旨

本論文はセルラーゼ産生糸状菌である Sporotrichum celllophilum の不織布担体による吸着固定化法

および回転不織布円板培養槽を用いた固定化菌体培養によるセルラーゼ連続生産について総合的に検討

し，単位菌体量当りのセルラーゼ、生産速度についての結果をまとめたもので，緒論および四つの章より

構成されている。

緒論では廃セルロース資源のエタノールへの変換プロセスについて，特に酵素法による糖化反応プロ

セスでの問題点と現状について示し，本研究の概要について述べているO

第一章では菌体固定化用不織布担体の空隙率，不織布担体量，および、培養液中のセルロース粉末濃度

のセルラーゼ生産に及ぼす影響についてパッチ培養法により詳細に検討しているO また，培養フラスコ

において，培養液のみを72時間毎に取り替える繰り返し回分培養を行い，連続培養の可能性を検討して

いる O この結果，固定化菌体による 1 ， 656時間の繰り返し回分培養ではセルラーゼ生産性の低下は認め

られず，固定化菌体の連続培養の可能性が示唆されている。

第二章では固定化菌体より生産されたセルラーゼの糖化反応におけるグルコース生産能について検討

している。固定化菌体セルラーゼによるグルコース生産性を懸濁菌体産生セルラーゼによるグルコース

生産性と比較した結果，基質としてセルロース粉末またはパガス粉末を使用した場合， それぞれ1.7倍

および1.3倍高い値が得られ，固定化菌体の繰り返し回分培養による酵素生産の有効性を明らかにして

いる。

第三章では回転不織布円板培養槽を用いて，固定化菌体によるセルラーゼ連続生産培養を行い，滞留

時間のセルラーゼ生産に及ぼす影響について検討しているo この結果，滞留時間72時間の連続培養条件
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において単位菌体量当りのセルラーゼ生産速度は従来の懸濁菌体培養法に比較して2.3倍に増加するこ

とを示しているO また，固定化菌体により連続生産されたセルラーゼによるパガススラリーの連続糖化

反応を試みた結果， 5%のスラリーから0.9%のクールコース溶液を得ているO パガス中のセルロース成

分は42%であることにより，セルロースに対するグルコース収率は43% となることを示しているO

第四章では本研究で得られた主要な結果を述べ，廃セルロース資源のエタノールへの変換フ。ロセスに

おけるセルラーゼ生産プロセスに固定化菌体による連続セルラーゼ生産を導入することによって， 23% 

のコストダウンの可能性があることを示しているO

論文の審査結果の要旨

本論文はセルロース廃資源のエタノール変換フ。ロセス中の酵素生産過程において，効率的な酵素生産

を目的として，酵素産生菌体の固定化およびその連続培養について研究したもので，次のような重要な

成果を得ているO

(1) 酵素生産性菌体は固定化担体として不織布を使用することにより，容易に固定化され，担体の空隙

率が固定化菌体の増殖および酵素生産を制御する因子であることを明らかにしている。

(2) 固定化菌体は繰り返し回分培養することにより，糖化反応においてクールコース収率の高い酵素が得

られることを示している。固定化菌体セルラーゼによるグルコース生産性を懸濁菌体産生セルラーゼ

によるグルコース生産性と比較した結果，基質としてセルロース粉末またはパガス粉末を使用した場

合，それぞれ1.7倍，および1.3倍高い値が得られ，固定化菌体の繰り返し回分培養による酵素生産の

有効性を明らかにしているO

(3) 滞留時間72時間で固定化菌体を連続培養した場合，従来の懸濁菌体培養法に比較して， 2.3倍のセ

ルラーゼ生産速度が実現されることを示している。

(4) セルラーゼ生産フ。ロセスで固定化菌体を使用することにより， 23%のコストダウンの可能性がある

ことを示している。

以上の成果はセルラーゼ産生菌体の固定化および固定化菌体の連続培養に対して多くの基礎的知見を

与えており，廃セルロースからのエタノール生産過程のコストダウンに貢献するところが大きい。よっ

て本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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